
役職員ボランティア

社会福祉団体への寄付
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No.

日本社会事業大学
公益社団法人 虹の会
一般社団法人 日本介護支援専門員協会
一般社団法人 シルバーサービス振興会
一般財団法人 長寿社会開発センター
公益財団法人 日本チャリティー協会
公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会
社会福祉法人 日本盲人職能開発センター
社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター
社会福祉法人 日本盲人社会福祉施設協議会
ＮＰＯ法人 日本セルプセンター
ＮＰＯ法人 全国聴覚障害者情報提供施設協議会
公益財団法人 スペシャルオリンピックス日本
社会福祉法人 浴風会
ＮＰＯ法人 日本せきずい基金
一般社団法人 福祉創造助成事業団

団体名 事業名
新たな時代における社会福祉経営～福祉人材の育成と管理～（日本社会事業大学創立７０周年記念事業として）
老人福祉施設入所者等レクリエーション活動支援事業
高齢者の自立支援を促進する支援活動－複雑な介護保険制度を理解し、自助、互助を活用した生活ができるように－
高い専門性を持った介護人材の確保とキャリアアップの仕組み構築のための啓発パンフレットの作成・配布事業
高齢者の地域づくりのための「居場所」の意義とネットワーク化を考えるための調査研究
パラアート (障害者アート)国際交流活動事業
障害者の社会参加支援のための人材育成事業
ロービジョンの就労の現状と展望を考える全国セミナーの開催事業
障害者権利条約批准後の視覚障害者の就労実態調査
視覚障害者のための社会福祉に関する情報提供支援事業
トータルフードマネジメント導入支援事業
合理的配慮に関する情報提供施設が果たすべき役割に関する調査・研究・啓発事業
知的障害者スポーツ体験会と交流会の開催
認知症の人の行方不明を防ぐ方策の普及推進事業
シンポジウム「次世代の脊髄損傷療法」開催事業
社会福祉事業における外国人介護人材の受け入れに係る調査研究事業

環境保全活動
エコ住宅専用 全労済の住まいる共済
　全労済では、2008年1月の「社会貢献付エコ住宅専用火災共済」の取り扱い開始以降、環境活動団体へ寄付を実
施しています。昨年に引き続き「公益社団法人 国土緑化推進機構」と「公益財団法人 日本環境協会」、新たに「公
益財団法人 日本自然保護協会」の3団体へ総額１,500万円の贈呈を行いました。
※2015年2月より「社会貢献付エコ住宅専用火災共済」は「エコ住宅専用 全労済の住まいる共済」に変わりました。
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　全労済では、1981年より障がい者を対象とした支援活動、高齢者を対象とした支援活動、災害対策を対象とした
支援活動を行っている社会福祉法人などの団体へ、継続して支援を行っています。2015年度も外部有識者等による
審査委員会にて以下の16団体を選定し助成金を交付しました。

日本赤十字社「献血活動」
　各事業所にて役職員が自発的にボランティアに参加できる取り組みとして、「団体献血
活動」の実施や「献血推進月間」を設定し、役職員へ献血の呼びかけをしてます。全労
済本部会館では2016年3月2日に「団体献血活動」を実施し、102名が献血をしました。

ネパール地震被害に対する義援金募金の取り組み
　2015年4月25日に発生したネパール地震に対し、全労済グループで働く役職員等による募金活動を実施しまし
た。全国より集められた募金に労働組合からの拠出金を合わせた総額約393万円は日本赤十字社を通じて、現地で
の救護・復興活動に役立てられています。

　2016年4月14日以降に発生した平成28年熊本地震に対し、全労済では
被災地の復旧・復興を目的に、3,000万円を熊本県へ寄贈しました。また、全労
済の共済ショップの窓口などに募金箱を設置し、募金の呼びかけをしています。
集めた募金は現地自治体や日本赤十字社等へ寄付をします。

平成28年熊本地震の被災地への支援


